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せんそうが　おわりました。
くまさんは　へいたいさんだったので、しごとが　なくなってしまいました。

「つかれたなぁ」

「あしがいたくて　あるけないよ」

「おなかがすいたなぁ」
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くまさんが
あるいて、あるいて、あるいて、
ようやく村が　みつかりました。
「ここで　すこしやすもう・・・」
くまさんは　おもいました。

この村は　ねこが
たくさんいて、
どうやら　
ねこの村みたいです。
くまさんが　
村に入ったけど…
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「すまん、ここは　ねこの　　　　　
　ための　びょういんだから　　
　きみのための　くすりは
　ない。」

「こまりますよ、
　きみは　このホテルには
　おおきすぎるし、
　おかねを　もっていないん
　でしょう・・・」

「ちょっと！あなた、じゃまですけど！」
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「あのきずあと、みて！」

「こわいよ・・・」

「みて、あのあし！」

「おかしい！」

「あしないじゃん！」

・・・

村のだれにも　うけいれてもらえなくて、
くまさんは　とてもかなしくなりました。
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「この村はムリだ。どっかいこう。」
くまさんは　なきながら　もりのおくへ
トボトボと　あるいていきました。

くまさんは　とってもとっても
かなしかったので、
あとをついてきた　
ねこちゃんのことに　
きづきませんでした。
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やがて、くまさんは　
もりのみずうみに　つきました。
つかれたくまさんは　みずうみのそばで
ひとやすみを　することにしました。

ハァ・・・

みずにうつった　じぶんのかおをみて、
もっとかなしくなりました。

サッサッ

「ぼくは　なにをしても　　　　　
　ダメなんだ。
　かなしいなぁ。」
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おなかがすいた　くまさんは　
さかなを　とろうとしました。
そこにとつぜん、

さけぶこえが　きこえました。
そこにいたのは、くまさんのあとを
ずっとついてきていた　ねこちゃんでした。

くまさーん
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「な、なんでここにねこが・・・」
くまさんは　こわがってしまいました。

「くまさん、どうかこわがらないで。
　わたしは、あやまりにきたのです。」

「あやまるって？」

「そう、ごめんなさい。さっき、みんなが
　くまさんに　いじわるをしてしまいました。」
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でも、くまさんは　いいました。

「ううん、いいんだよ。
どうせ、ぼくは　なにもできないんだもん。」

「せんそうで　たたかって、
あしにケガをして、
うちにかえりたかったけど。
このからだでは　なにもできないよ。
ああ・・・ぼくなんて・・・」


IKESA, <F2h!
BHEWT |
E5. IXVfeRT !

Ryl ZO5L00NEHNS,
HINhS EWULESHR/INVE EDREULELT,

o S

CESAIR ShWweWhoT,
N7 O&ELBRFE U,

rBELLL. BATEVWLWALSS, |

10


10

「くまさん、くまさん！
　　なかないで！
　　　ほら、パンたべて！」

ねこちゃんは　そういいながら、
カバンから　おいしそうなパンを　とりだしました。

「ぼくにくれるの？
    ありがとう。」

くまさんは　おれいをいって、パンを　ひとくちたべました。

「おいしい、なんておいしいんだろう。」
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「ほんとうに？
   ありがとう、くまさん！
　このパンは　わたしがつくったの！」

それをきいて、くまさんはびっくりしました。

「うん！わたしのうちは　パンやさんなの！
わたし、まいにちがっこうがおわったら　
みせをてつだうの！
ホカホカのパンが　できあがるのをみると、
とっても　しあわせなきぶん！」

「すごい！パンが  
    つくれるんだ。」
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「うん！あたらしい
　パンもつくってみたい！
　あ、でも・・・」

くまさんは　ねこちゃんの　たのしそうなえがおを
みているうちに、おもわず　えがおになりました。

「きみのゆめはパンやさんに
　なることなの？すごい！
　きみならできるよ。
　じぶんもこんなゆめが
　あったらいいな。」
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「わたし、パンのつぎに　さかながだいすきなの。
いつか、さかなのサンドイッチを
つくりたいんだけれど、
わたし、およげないし、つりもへただし・・・」
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そこで　くまさんは　おもいつきました。

「さかな、とってあげようか？
   ぼくは　つりが　とっても
　とくいなんだよ。」

「ほんとうに？
  くまさんすごい！
  ありがとう！
  たすかる！」
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それから、ふたりは　みずうみで
たくさんさかなを　とりました。

ねこちゃんは
おおよろこびで、
くまさんを　
村につれて
かえりました。

うれしそうな　ねこちゃんをみて、
くまさんも　とっても　
うれしくなりました。

「ぼくも　だれかのやくに
　たつことができるんだ！」
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そのあと、
ふたりで　いっしょにかんがえた　
さかなのサンドイッチは、
村でだいにんきに　なりました。

村のみんなは、さいしょは　くまさんのことを
こわがっていたけれど、いまでは　
くまさんのことも、くまさんのつくったパンも
だいすきになりました。

むら

むら
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くまさんは　ねこちゃんといっしょに
パンやさんで　まいにち
たのしく　はたらいています。

それから、
くまさんは　もうかなしくありません。
いつもえがおで　とてもしあわせです。
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ねこ村のくまさん

2019年5月  
カリフォルニア大学サンディエゴ校　プロフェッショナル日本語クラス


